
平成１３年度当初予算 基本事務事業目的評価表

［基本事務事業名］ 交通安全運動の展開事業
［評価年月日］ 平成１２年１１月１０日
［主担当部課名］ 生活課
［記入課名・課長名］ 生活課長 宮村 由久

１ 総合計画の政策体系上の位置づけ
政策 ： 安全な生活の確保 （Ⅱ－１）
施策 ： 交通安全対策の推進 （ ３ ）
総合計画の目標項目 ： 交通事故死者数
波及効果・副次的効果を及ぼすと考えられる施策 ：道路網の整備

２ 基本事務事業を巡る環境変化（過去、現状、将来）
県民に対し、四季の交通安全運動や交通安全ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等により県民のマナーアップを図り、
交通事故を防止する。

３ 基本事務事業の目的と成果
3-(1) 対象と意図（何をどういう状態にしたいのか）
多くの県民が進んで交通安全運動に参加できるように、地域の交通情勢に対応した地域住民
参加の運動の展開を通じて、県民一人ひとりが真の交通安全意識を高め、正しい交通ルールと
マナーの実践を習慣付け、交通事故防止気運の醸成を図る。

3-(2) 成果指標名・成果指標式（総合計画の目標項目には＊を付す）
交通事故死者数 ＊

②変更した場合の成果指標名・成果指標式

3-(3) 設定した成果指標に関する説明（指標動向に影響する要因、指標の有用性、設定の理由など）
運転免許保有者、交通量の増加。

3-(4) 結果（施策における2010年度の目標）
交通事故死者数を１６５人以下とする。

４ 基本事務事業の評価
4-(1) 前年度（H1１年度）における基本事務事業の結果評価
①前年度に行った内容と成果
交通安全運動推進事業において四季の運動を展開するとともに、ﾜｰｽﾄ１０脱却ﾓﾃﾞﾙ地区事業で
６都市に集中した重点対策を関係市・県警・関係団体と重点的に推進した結果、６都市の交通
事故死者数は減少し、また全県的にも減少した。

②前年度に残った課題
人身事故件数は過去最高となった。



4-(2)本年度(1２年度)における基本事務事業の見込み評価
①本年度行っている内容と本年度終了時に見込まれる成果
ﾜｰｽﾄ１０脱却ﾓﾃﾞﾙ地区事業、６都市に集中した重点対策を関係市・県警・関係団体と重点的に
推進している。交通安全運動推進事業において四季の運動を展開している。

②本年度残ると思われる課題
交通死亡者数、交通人身事故とも昨年を上回るおそれがある。

５ 基本事務事業の改革方向
交通安全運動を包括的に進めるため、事務事業を統合した。

６ 成果指標値及びコスト等の推移

成果指標値 総合計画 予算額等 必要概算（千円）

目 標 実 績 目標数値 所要時間 コスト（時間） （千円）

前々年度 ２３，０４１ ６６，９５４
(H１０年度) ２２８人 １０，３３７

前年度 ２２，４３０ ７７，３２２
(H11年度) ２０４人 １３，２２７

本年度 １７，４２５ ６６，１０５
(H12年度) １９０人

１１，６１８

本年度補正後 ２１，４２３ ７１，３６０
(H12年度) １９０人

１１，９１８

翌年度 １８０人以下 １５，９９４ ６４，０５３
(H13年度) １１，４７０

計画目標年次
(H 年度)





基本事務事業名：交通安全運動の展開 ４／４

８ 基本事務事業を構成する事務事業の詳細
※ 新規事務事業には、事務事業名に（新）を付す

事務事業名 １３年度 予算額 １３年度 所要時間
（担当課） 成果指標名 事務事業の概要 予算額 前年度比 所要時間 前年度比

（千円） （±千円） （時間） （±時間）

ﾜｰｽﾄ１０脱却ﾓﾃﾞﾙ 交通事故死者数抑止度 県下の交通死者の約５０％を占めている人口１０万人以上 ± ±6,144 0 1,030 0
地区事業 のモデル６都市が中心となって交通事故の実態にあった諸対

策を集中的に推進することにより、県民の交通モラル・マナ
（生活課） ーを向上させ、全国交通死亡事故ワースト１０からの脱却を

図る。

交通安全運動推進事 交通安全運動成果実績 従来の啓発型の四季の交通安全運動に 「参加・体験型」 －、 8,143 4,338 8,790 +510
業 率 の交通安全教育・イベント・警察による指導、取り締まりを

組み合わせ、インパクトのある交通安全運動を展開すること
（生活課） により、県民の交通安全意識の高揚を図る。

交通安全県民大会開 交通安全リーダー意欲 交通事故ゼロを目標に県民の交通安全意識を高揚するとと － －0 871 0 300
催事業 度 もに、交通安全活動などに功労のあった個人及び団体の表彰
（生活課） を行い、広く県民の交通安全活動を促進する。

安全運転模範者指定 模範者育成度 × 「交通安全の保持に関する条例」に基づき、ドライバーの － －188 72 380 300
育成事業 意見発表度 安全運転の励行を期するため、地域における交通安全施設の

整備等について意見を述べるモニターの役割及びステッカー
（生活課） の表示による模範者として活動を進める。

交通安全地域活動育 交通安全ボランティア ボランティアとして、地域で活躍できる交通安全指導者を － －1,044 148 1,050 70
成費 資質向上度 育成するため、交通安全母の会等の役員及び市町村交通安全

指導員等を対象に、交通安全指導者としての資質向上を図る
研修会を開催し 地域での交通安全活動を推進するとともに、 、

（生活課） 地域活動組織である三重県交通安全母の会連合会の運営と実
施する事業に対し指導援助を行い、その育成強化を図る。

交通安全組織育成補 母親の交通安全実践者 交通安全母の会等の結成を促し、会の運営に対し指導援助 ± ±475 0 220 0
助金 数 を行い 地域における母親の交通安全活動の充実強化を図る、 。
（生活課）


